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FAX  

市東第一小学校区小域福祉ネ

ットワークが発足して３年目を

迎えました。安心して生活できる

地域を目指し、皆様方のご協力を

頂きながら活動を推進・充実して

まいります。 

現在行われております子ども

見守り支援では、市東第一小学

校・市東中学校と連携をとり合い

今後も子供たちの安全に協力し

てまいります。 

 

 

市
津
地
区
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
当
会
は
発
足
し
て
四
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。 

 

少
子
高
齢
化
が
進
む
に
連
れ
、
当
地
区
は
バ
ス
路
線
の
休
止
、
小

学
校
の
閉
校
を
は
じ
め
、
生
活
環
境
の
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
区
に
住
む
人
た
ち
の
輪
と
和
に
よ
り
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

せ
る
よ
う
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
敬
老
会
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
は
じ
め
、
広

報
誌
の
発
行
、
新
規
に
交
通
弱
者
の
買
い
物
支
援
等
が
あ
り
ま
す

が
、
町
会
長
会
を
は
じ
め
各
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
皆
で
支

え
合
い
助
け
合
い
、
暖
か
い
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

 

な
お
、
自
主
財
源
と
し
て
の
賛
助
会
費
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

人
の
輪
（
和
）
で
繋
ぐ 

社
会
福
祉
の
推
進 
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夢
と
誇
り
の
持
て
る
町
づ
く
り 

市
津
地
区
町
会
長
会 

 
 

会
長 

杉
田 

康 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
そ
し
て
人
口
の
減
少
な
ど
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
情
勢
の
中
で
、
市
津
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
」
か
ら
「
高
齢

者
の
見
守
り
」
ま
で
、
幅
広
く
多
様
な
地
域
福
祉
事
業
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
関
係
各
位
に
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

人
と
人
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
当
地
域
に
ふ

さ
わ
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
、
有
意
義
な
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。 

 

町
会
長
会
と
し
て
も
多
様
化
す
る
地
域
課
題
の
中
で
、「
夢
と
誇
り

を
持
て
る
、
安
心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
関

係
機
関
及
び
諸
団
体
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

小 域 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク 

≪安心生活の地域づくり≫ 

 又、本年から市津地区では初め

ての事業であります安心生活見

守り支援を７月より実施してお

ります。高齢化が進む今日、１

人でお住まいの方、日中１人に

なり不安な方、障がいのある方

などへの見守りをしてまいりま

す。今後もご支援ご協力をお願

い申し上げます。 

市東第一小学校区小域福祉ＮＷ 

      会長 大塩 順子 

≪市東第二小学校最後の運動会≫ 

 市東第二小学校区は、市津地区

でも少子高齢化が顕著で、路線バ

スの休止、小学校の閉校など、厳

しい生活環境を強いられていま

す。 

 しかし、老若男女を問わず皆さ

んが元気で、地域が一体となって

様々な行事に取組んでいます。 

 市東第二小学校は、全校児童数

が２０名ですが、この５月に最後

の運動会が地域の人たちと共に

盛大に行われました。児童は元気

いっぱいに駆け回り、ネットワー 

クの方たちも玉入れに参加し、子

供たちに負けない動きでした。 

運動会終了後に参加者全員が玄

関前に集まり、集合写真に納まり

ました。 

市東第二小学校区小域福祉ＮＷ 

       会長 内山 勝 

≪広げよう福祉の輪≫ 

 湿津小学校区小域福祉ネット

ワークは、発足後３年目を迎え、

今年度も推進委員５７名での活

動がスタートしました。主な活動

は、いきいきサロン支援、小中学

生の登下校時の見守り、草花の植

栽活動等を展開しています。今年

度も茂原街道沿いにマリーゴー

ルド１５００本を植えました。通

行する人達に癒しのひと時を感

じて頂ければ幸いです。 

更に今年度は、高齢者世帯、あ

るいは障がい者の方が安心して

暮せるよう、「安心生活見守り事

業」の実施に向けた取り組みを推

進して行きたいと考えています。

福祉の輪を広げる活動に、皆様方

のご理解とご協力をお願いしま

す。 

湿津小学校区小域福祉ＮＷ 

      会長 近藤 敏子 

市
津
地
区
は
、
急
激
に
進
む
高
齢
化
と
利

用
者
の
減
少
に
よ
る
バ
ス
路
線
の
休
止
あ

る
い
は
減
便
と
い
う
、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
環
境
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
市
津
地
区
社

協
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た

め
に
、
日
常
生
活
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
買
物
ツ
ア
ー
」
の
実
施
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

市
津
地
区
に
お
住
い
の
買
物
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
月
に
一
か

ら
二
回
、
近
隣
ス
ー
パ
ー
等
で
の
買
物
の
た

め
の
無
料
送
迎
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
社
会
福
祉
施
設
の
送
迎
車
両
の

空
き
時
間
を
活
用
し
て
行
う
た
め
、
行
先
と

買
物
の
た
め
の
時
間
が
限
定
さ
れ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
会
回
覧
を

致
し
ま
す
の
で
利
用
申
込
書
に
記
入
の
上
、

町
会
長
経
由
で
地
区
社
協
へ
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。 

新 規 事 業 ！ 『 ふ れ あ い 買 物 ツ ア ー 』 

歩道橋清掃の様子 

☆
昔
遊
び
☆ 
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各
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
む
ら
た
が
わ
第

十
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

地
域
で
の
こ
れ
か
ら
の
福

祉
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
け

ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
に
よ
る
高
齢
化

社
会
の
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
地
区
は
市
原
市
で
高
齢
化
率
が
一
番
高
く
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
へ
の
不
安
、
孤
独
死
・
孤
立
死
、

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
等
、
多
く
の
問
題
が
顕
在
化

し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

地
区
社
協
は
、
財
源
の
多
く
を
市
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
補
助
金
・
交
付
金
を
受
け
て
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
社
会
で
発
生
す
る
新

た
な
地
域
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
に
取
り
組
む
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
の
事
業
財
源
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
度
新
た
に
地
区
社
協
独
自

の
「
賛
助
会
員
・
会
費
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。
皆

様
方
に
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
次
の
通
り

賛
助
会
員
と
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

８月２８日（日） 市民祭り 

９月 ４日（日） 防災訓練 

９月２５日（日） 市津地区敬老会 

１０月 ９日（日） 市民体育祭 

１０月２３日（日） 福祉バザー 

１月 ８日（日） 市津地区成人式 

 

交

通

の

要

衝 

 
 

 

潤
井
戸
町
会 

会
長 

富
野 

精
一 

 

潤
井
戸
町
会
は
戸
数
四
百
戸
強
あ
り
、
近

年
高
齢
者
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
地
区
で

す
。
昔
は
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
場
所
で
す
。 

 

地
区
内
に
は
南
北
に
走
る
茂
原
街
道
、
そ

し
て
ユ
ニ
モ
か
ら
帝
京
平
成
大
学
に
つ
な
が

る
春
に
は
桜
が
き
れ
い
な
瓦
窯
通
り
の
、
大

変
交
通
量
が
多
い
二
つ
の
通
り
を
抱
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
勤
時
間
帯
に
は
五
井
本
納
線

の
渋
滞
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
押

沼
安
須
線
の
未
開
通
部
分
（
市
津
消
防
署
よ

り
茂
原
街
道
間
）
の
着
工
と
い
う
朗
報
が
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
渋
滞
が
緩

和
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
交
通
事
故
の
な
い
、
安
心
し
て
仲

良
く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
、
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

イ
ノ
シ
シ
被
害
多
発
中 

 
 

 
 

永
吉
町
会 

会
長 

須
藤 

金
蔵 

 

永
吉
町
会
は
、
九
十
六
世
帯
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

当
地
区
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
は
電
気
柵
を
水

利
組
合
が
設
置
し
、
畑
に
は
各
個
人
で
有
刺

鉄
線
や
金
網
等
で
対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、

イ
ノ
シ
シ
被
害
は
防
ぎ
切
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

筍
は
無
防
備
な
状
態
で
す
。 

 

町
会
と
し
て
少
し
で
も
会
員
の
た
め
に
と

四
名
の
会
員
が
ワ
ナ
狩
猟
免
状
を
取
得
し
、

猟
友
会
の
大
橋
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
現

在
九
ヵ
所
に
檻
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
五
十
四
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
更
に
二
ヵ
所
増
設
す
る
予
定
で
す
。 

行 

事 

予 

定 

編 

集 

後 

記 

相  談  窓  口 

市津地区社協では、日常生活での悩みごとや困りごと、また地区社

協へのご意見等お聞きする相談窓口を開設しております。電話や

FAX での相談も受付けています。 

＊日時：毎週水曜日 10 時～12 時（水曜日が祝日の場合は前日） 

＊場所：地区社協事務所<下野公民館の一部> 

＊住所：下野４００－１ ＊電話・ＦＡＸ：３７－１２３５ 

 

・【
会 

費
】 

年
額 

一
口 

千
円 

（
口
数
は
問
い
ま
せ
ん
） 

・【
納
入
方
法
】 

町
会
長
経
由
で
地
区
社
協
へ 

 

ま
た
、
賛
助
会
費
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

＊
独
居
高
齢
者
へ
の
友
愛
訪
問
事
業 

＊
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
事
業 

＊
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
支
援
事
業 

＊
子
育
て
支
援
事
業 

＊
人
材
育
成
事
業 

☆賛助会員証☆ 

 
 

実

り

あ

る

勉

強

会 

 
 

 
 

小
田
部
町
会 

会
長 

高
浦 

良
弘 

 

近
年
、
各
地
で
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
を
中
心
と

し
て
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
被
害
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
地
域
も
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
多
発
し
て
、
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
町
会
で
は
、
有
害
鳥
獣
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

講
師
を
迎
え
、
近
隣
の
鳥
獣
免
許
資
格
者
と
共

に
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
対
策
の
講
義
を
受
講
し

ま
し
た
。
箱
わ
な
を
設
置
し
た
場
所
等
を
現
場

確
認
し
て
作
成
し
た
地
図
上
で
、
全
員
で
問
題

点
を
検
討
し
た
の
ち
講
師
の
助
言
が
あ
り
、
実

の
あ
る
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

水
稲
被
害
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
の
設
置
も

図
り
ま
し
た
。
又
、
町
会
で
構
成
員
を
選
任
し
、

鳥
獣
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後

行
政
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
会
一
丸
と
な

り
、
鳥
獣
駆
除
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

活 動 紹 介 

市津ひよこクラブ 

市津地区社協と市津公民館共催の市津ひよこクラブを、市津公民

館で 5 月より来年の 3 月まで開催しています。（全 9 回） 

 入園前のお子さんと保護者を対象に身近なものを使ったおもち

ゃ作りや、遊び、お遊戯、運動など親子で遊べる楽しい時間です。

また、運動会、クリスマス会、ひな祭りなど、季節のお楽しみもあ

ります。どうぞお気軽にご参加下さい。お待ちしています。 

（子育て家庭支援員 根津 順子） 

更生保護女性会    講演：子どもの能力の引き出し方 

 ６月２６日、市津公民館で更生保護女性会主催のミニ集会が開催

されました。講演は学校心理士の松本勝彦氏による、「子供の能力の

引き出し方」でした。 

 「生徒と同じ目線で悩みを聞き、不登校などの生徒の良いところ

を見て普段から声掛けし、タイミングを見てほめる。」また、「教育

は引き出すこと、子供を信じ興味を持たせ、自信を持たせ、努力す

ることを諦めないように家族の力でサポートすること。」というお

話が印象に残っております。 

 今後もこのような有意義なお話を聴く機会を作っていきたいと

思います。          

（更生保護女性会  山本 八重子） 

市津地区 

総世帯数 ６，０６９世帯 

人 口 １３，８４２ 人 

男   ６，９２３ 人 

女   ６，９１９ 人 

（平成２８年 6 月１日 現在） 

月１日 現在） 
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